
会　　議　　名 平成２３年度　第４回文化財保護審議会

開　催　日　時 　２３年１２月１０日(土)　　１５時００分　～　１７時１０分

開　催　場　所 　武蔵村山中部地区会館４０６会議室（市役所４階）

出 席 者 及 び 出席者：蓮沼、内野、國、清水、城崎、瀬川、多田、楢崎、原田委員

欠　　席　　者 欠席者：田代委員

１　指定対象文化財について

　　＊有形民俗文化財・旧跡について

２　指定文化財策定作業について

３　その他

議題１について

　＊教育委員会として、絣板製造作業の記録保存を考えるべきある。現在、技

　術継承者が一人のみであることから、全工程の実演を依頼すべきである。

　＊膳椀資料については、セット関係・組織等を詳細に調査する必要がある。

　＊石造物文化財・自然遺産については、視察等すべきである。

議題２について

　＊指定文化財の選定前に、分科会として視察を行う必要がある。

議題3について

　＊次回は、「分科会」として3月31日に視察を行う。詳細は後日調整。

議題１

・村山大島紬の絣板製作は、最も重要な技術の一つである。記録保存すべき。

・伊勢崎から技術指導で移転してきた方で、現在技術継承者は1名である。

・橋場組の膳椀資料は、漆椀と陶磁器が混在している。詳細に検証すべき。

・膳椀組合の参加範囲や使用時期について、早いうちに調査すべき。

・以前は、山王権現・日枝神社と呼ばれていたが、昭和31年の神社庁への登録

　の際、日吉神社と変更された。地元は「ひえ神社」と呼んでいるが、市域地

　図にも日吉神社と記載されていて、「ひよし神社」と呼ぶ人が増えた。

・第一小学校が、日吉学舎と呼ばれたり、青年団分団名が日吉であった。

・「プリンスの森」が開発され、大南地区平地林もかなり小さくなった。

議題２

・文化財によっては、指定作業に入る前に実物を確認する必要がある。

・屋外の文化財が多いことから、視察は3月の後半がいいのでは。

第４号様式（第１０条関係）

会　　議　　録　（　要　旨　）

議　　　　題

 審　議　経　過
（主な意見等を原則と
して発言順に記載し、
同一内容はひとつにま
とめる。）

 結　　　　論
（決定した方針、残さ
れた問題点、保留事項

等記載する。）



■公　　開　　　　　　　　　　　　　　　傍聴者：　　　　０　人

□一部公開

□非 公 開

　※一部公開又は非公開とした理由

■開　　示

□一部開示（根拠法令：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□非 開 示（根拠法令：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

庶  務  担  当 教育部　生涯学習スポーツ課　歴史民俗資料館Ｇ（外線：560‐6620）
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別
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開･非 公 開 の
別
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